
 

令和８年度  九州小学生親善ハンドボール大会  長崎県予選  

大 会 要 項 
１  目  的    本大会は、長崎県の少年少女にハンドボール競技の喜びを  

        経験する機会を提供し、競技を通じて少年少女相互の交流  

        と友情を深めるとともに、体力の増強と健全で豊かな心の  

        育成を図ることを目的とする。  

 

２  主  催    長崎県ハンドボール協会  

 

３  主  管    佐世保市ハンドボール協会  

 

４  日  時    令和８年９月２６日（土）  

 

５  場  所    佐世保市体育文化館  

 

６  競技規定   ①令和８年度（公財）日本ハンドボール協会競技規則及び  

         J クイックハンドボール競技規則（U-12）に則る。  

 

        ②チーム編成は１チーム監督１名、役員４名、選手２０名まで  

         登録し、全員が出場できる。  

         ※九州大会規定に則り、男女混合チーム編成は認める。  

         但し、単独で５名以上メンバー編成が可能な場合は認めない。  

 

        ③試合形式については、男子はリーグ戦及び代表決定戦、  

女子はトーナメント戦とする。  

試合時間はリーグ戦のみ１０分―５分―１０分（退場時間は  

１分間、タイムアウトは前後半で１回）とし、代表決定戦・ 

トーナメント戦は１５分―１０分―１５分（退場時間は２分  

間、タイムアウトは前後半１回ずつ）とする。  

         試合球はモルテンで、男子が１号球、女子が０号球を使用。 

 

 

 

 



 

        ④勝敗について  

        リーグ戦は得点制（勝ち２点・引き分け１点・負け０点）とし  

１ . 同勝点の場合：当該「チーム間」の勝敗により決める  

２ . １で決定しない場合：当該「チーム間」の得失点差により

決める  

３ . ２で決定しない場合：リーグの得失点差により決める  

４ . ３で決定しない場合：リーグの総得点数により決める  

５ . ４で決定しない場合：当該チームによる抽選で決める  

 

 

トーナメント戦は同点の場合は、７ｍコンテスト（３名）を  

行い、勝敗がつかない場合は、サドンデス方式で勝敗を決める。 

        ※男女共に決勝戦のみ、５分―１分―５分の延長戦を行い、  

勝敗がつかない場合は、７ｍコンテスト（３名）を行う。  

 

         

        ⑤参加する条件としては、申し込み時点で九州大会に出場  

         意志があることとする。  

 

        ⑥組み合わせは後日、県協会ＨＰに載せる。  

 

７  出場資格   ①小学生男女のチーム。  

 

        ②令和８年度の日本協会登録及びスポーツ保険に加入して  

いること。  

 

８  表  彰    決勝戦終了後、優勝チーム及び準優勝チームを表彰する。  

        【男女上位２チームは九州大会（大分県）出場を推薦】  

        ※女子は他県の意向次第で、３位まで九州大会出場の可能性  

有り。  

        ※開会式は行うが、閉会式は行わない。  

 

９  参加料    １チーム７ ,０００円（当日会場にて）  

        ※全て千円札でおつりがないようにお願いします。  

 



 

１０  申込方法  ①メールにて申込書を送付する。  

         送信先：ayakakhand@yahoo.co.jp 

 

        ②申込期限  ９月１０日（木）  

 

１１  注意事項  ①引率責任者（監督）は、役員・選手・保護者の全ての  

         言動に対し、責任を負うものとする。  

 

        ②松ヤニ・両面テープの使用は不可。  

 

        ③二足制の厳守と、ごみの持ち帰りは徹底すること。  

 

        ④フロアー内への飲料水等の持ち込みは、倒れてもこぼれ  

         ないスクイズボトルや蓋つきペットボトルを推奨。  

 

        ⑤令和８年度【（公財）日本協会登録証】を必ず持参し、  

         トス時に提出すること。  

 

        ⑥チーム責任者は参加者の健康状態に留意し、体調が  

         優れない場合の参加は控えること。  

 

        ⑦フロアー内の写真撮影は可とするが、体育館の四隅に  

         限ると共に、試合の妨げとならないよう配慮すること。  

         併せて、体育館中央部へは緊急時を除き、保護者の立ち  

         入りは禁止する。  

 

 

 

 

 

 

 

 
 


